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ごあ帝ヽ さつ

胡輪舎 2023年秋の公演を開催いたします。 ●・
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文奪寧及憲異taな家原子二与浜ヱ懸∴』緊継    

「

可岳花猛
|√
≧|

もう.少 し深い大人の世界の裏側を覗くような物語を作り続けています。今回の公演では向田邦子の思

い出トラ
・ンプから「かわうそ」と幸田文の「草履」というふたつの物語を取り上げます。

向田邦子は言うまでもなく、放送作家として「だいこ.んの花」「時間ですよ」「あ・うん」「寺内貫太

郎一家Jな どの多くのテレビドラマの脚本を手がけ一世を風靡しました。「かわうそ」は飛行機事故で

不慮あ死を遂げる前年の 1980年に第 83回直木賞を受賞した短編小説です。

幸甲束は言わずと知れた明治9文豪(幸田露伴の次女です。享!´ F好 葬々単―ゝ力|‐ 箸々?■ lデ下ろしに
至るまで父の厳しい躾を受け、父の生前は書いた文章を父に読まれるのが恐ろしくて発表は出来ませ

んでした。父の死後、次々に作品を世に出し、その繊細な感性と観察眼に裏打ちされた江戸前の歯切れ

の良い文体で高い評価を得ています。

この二人による全く味わいの異なる二つの作品は、二人のものの見方によってそれぞれに人間の考えや

行動が見せる心の裏側をぎっくりと描き、一編の映画やテレビドラマを見るような読後感が鮮やかです。

今回はこの二つのお話の朗読に、ピアノ、オーボエ、雅楽の笙という楽器できながら映画やテレビドラマ

のように音楽を付けました。朗読と共に音楽で描く情景の世界は、きっと新しい感動をもたらすここと

でしょう。文学と音楽の織りなす物語の世界をお楽しみいただけますように、関係者一同心よりご来

場をお待ち申し上げます。  |
■出演 語りと音楽の会 ともだちや (胡輪舎)
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大木雅人 (ゲスト)

ピアノ

博谷静香 (ゲスト)
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駐車場はございません。公共交通機関をご利用くださぃ。


